
「開催判断基準」

警戒レベル(政府)

安全計画策定

（注1)

その他

安全計画を策定しない

イベント

安全計画策定
（注1)

その他

安全計画を策定しない

イベント

安全計画策定
（注1)

その他

安全計画を策定しない

イベント

人数上限(注3) 収容定員まで

5,000人

又は収容定員 50 ％の

いずれか大きい方

20,000人

(ワクチン・検査パッケージ

制度の適用または対象者

全員検査により、収容定

員まで追加可)(注５)

5,000人

10,000人

(ワクチン・検査パッケージ

制度の適用または対象者

全員検査により、収容定

員まで追加可)(注５)

5,000人

収容率(注3) 100％(注2)
大声無し：100％

大声あり：   50％
100％(注2)

大声無し：100％

大声あり：   50％
100％(注2)

大声無し：100％

大声あり：   50％

時短 なし なし 原則要請なし(注4) 原則要請なし(注4) 原則要請なし(注4) 原則要請なし(注4)

新しい警戒レベル
＊開催都道府県の基準を適用

(5段階）

（状況）

【制限・対策検討目安】

人と人の距離(移動｢少｣)
＊マスク着用・発声制限・換気

適度な距離

(接触しない程度の距離)

適度な距離

(接触しない程度の距離)

適度な距離

(接触しない程度の距離)

十分な距離(1m) 適度な距離

(接触しない程度の距離)

十分な距離(1m)

人と人の距離(移動｢多｣)
＊マスク着用・発声制限・換気

適度な距離

(接触しない程度の距離)

適度な距離

(接触しない程度の距離)

適度な距離

(接触しない程度の距離)

十分な距離(1~2m)

人数制限・導線・時差利用

十分な距離(1m) 十分な距離(1~2m)

人数制限・導線・時差利用

通常(100%) 通常(100%) 通常(100%) 100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

通常(100%) 通常(100%) 通常(100%) 100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

通常(100%) 通常(100%) 100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

要注意

更に対策強化・人数制限

通常(100%) 100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

要注意

更に対策強化・人数制限

要注意

更に対策強化・人数制限

通常(100%) 通常(100%) 通常(100%) 100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

当面選手との接触禁止 当面選手との接触禁止

通常(100%) 通常(100%) 通常(100%) 100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

当面選手との接触禁止 当面選手との接触禁止

通常(100%) 通常(100%) 100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

当面選手との接触禁止 当面選手との接触禁止

通常(100%) 100%
(遮蔽／導線等の条件次第)

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

距離確保又は同一方向

半数目安の人数制限

要注意

更に対策強化・人数制限

要注意

更に対策強化・人数制限

マスク・発話　要チェック マスク・発話　要チェック

＊注意事項（すべて共通）

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

以下は、ガイドラインで示す基本対策の実施を前提として、推奨する基本的な考え方になります。

「安全計画」を策定し、開催自治体からの指導に基づき事業計画（人数制限及び対策）を決定する。

換気能力による増減、自治体や保健所からの指導があれば変更してください。＊飲食・喫煙等、マスクをはずす場面は要注意です。

ギャラリー送迎バスの乗車率を高めるためには、「基本的な感染防止策に加えてマスク着用・発声制限・換気」、ギャラリースタンドの利用率を高めるためには、

「基本的な感染防止策に加えてマスク着用(飲食禁止)・声援無し」などの工夫をお願いします。

悪天候による中断時など、収容率を超える場合には、「マスク着用・会話の禁止・人の向き・換気」など対策強化をお願いします。

屋内(マスク着用・発声「無」)
＊クラブハウス等

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を推奨 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

屋内(マスク非着用・飲食)
＊レストラン/喫茶エリア/関係者食堂

日本国内プロゴルフトーナメントにおける新型コロナウイルス感染症対策に関するガイドライン（Ver6）付則

－新しい対策について（Ver．7改訂に向けて）－  　　2022年１月11日発行（2022年1月11日以降、次回ガイドラインVer7改訂まで有効）

屋内(マスク着用・発声｢少｣)
＊関係者諸室/ロッカールーム・浴室等

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を推奨 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

緊急事態措置区域重点措置区域

【レベル０】

　　新規陽性者数ゼロを維持できている状況。

【レベル１】

　　一般医療とコロナ医療が対応できている状況。

【レベル2】

　　新規陽性者数の増加傾向で医療の負荷が⽣じはじめているが、

　　病床増で対応できている。

　また、【レベル３】に近づきつつある状況（自治体ごとの判断により異なる）

【レベル3】

　　一般医療を相当程度制限しなければ、コロナ医療に対応できない

 【レベル4】

　　一般医療を⼤きく制限しても、新型コロナウイルス感染症への

   医療に対応できない　　「第5波での医療ひっ迫状況」

緊急事態措置・重点措置　発令なし

※遊園地など集客施設等については、上記の緊急事態措置区域、重点措置区域と同様の制限を適用する。

（注１) 参加人数が 5,000人超かつ収容率 50% 超のイベントに適用 (緊急事態措置区域 、 重点措置 区域 においては 、 5,000人超)

（注２) 安全計画策定イベントでは 、 「 大声なし 」 の担保が前提

（注３) 収容率と人数上限でどちらか小さいほうを限度 (両方の条件を満たす必要)

（注４) 都道府県 知事の判断により要請を行うことも可能

（注５）都道府県の判断により、ワクチン・検査パッケージ制度の適用等を行わないことも可能

レベル0（感染者ゼロレベル）

　　　　　　　　　　　　～レベル１（維持すべきレベル）

レベル２（警戒を強化すべきレベル）

　　　　　　　　　　　　　～レベル３（対策を強化すべきレベル）

今回の新たな提⾔ではレベルを５つに分類するが、具体的に⽬指すべきは、安定的に⼀般医療が確保され、新型コロナウイルス感染症に対し

医療が対応できている状況（レベル１）であり、その維持のためには、以下(1)-(3)の対策を進めることが必要になる。

（１）ワクチン接種率の更なる向上及び追加接種の実施

（２）医療提供体制の強化（治療薬へのアクセス向上を含む）

（３）総合的な感染対策の継続

         ①個人の基本的感染防止策

         ②検査体制の充実及びサーベイランスの強化（国⺠の感染状況把握のための抗体検査等）

         ③積極的疫学調査の徹底（感染源調査及びワクチン・検査の戦略的実施等）

         ④様々な科学技術の活用（⼆次元バーコード（QRコード）、COCOA、健康観察アプリ、⼆酸化炭素濃度測定器（CO2モニター）等）

         ⑤飲⾷店の第三者認証の促進

レベル３（対策を強化すべきレベル）

　　　　　　　　～レベル４（避けたいレベル）

屋内(マスク着用・発声｢多｣）
＊インタービュー/ボランティア本部等

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を推奨 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

屋外(マスク着用・発声「無」)
＊観戦スペース

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を推奨 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

屋外(マスク着用・発声｢少｣)
＊観戦スペース(声援)

屋外(マスク着用・発声｢多｣）
＊レッスン会/物販/オークション等

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

屋外(マスク非着用・飲食)
＊ギャラリープラザ(コンセッション)



警戒レベル(政府)

安全計画策定

（注1)

その他

安全計画を策定しない

イベント

安全計画策定

（注1)

その他

安全計画を策定しない

イベント

安全計画策定

（注1)

その他

安全計画を策定しない

イベント

〇 〇
(3密防止など基本的対策）

〇
(3密防止など基本的対策）

〇
(3密防止など基本的対策）

〇【ショット以外マスク着用】

(3密防止など基本的対策）

〇【ショット以外マスク着用】

(3密防止など基本的対策）

〇
(マスク会食・飛沫対策・会話抑制）

〇
(マスク会食・飛沫対策・会話抑制・時短）

〇
(マスク会食・飛沫対策・会話抑制・時短）

△
注意

▲
厳重注意

▲
厳重注意

〇
各社判断

(「提供量制限」を推奨)

各社判断

(「提供量制限」を推奨)

各社判断

(「提供中止」を推奨)

各社判断

(「提供中止」を推奨)

×
提供禁止

コミュニケーション(接触・会話） 〇 〇
(飛沫対策・会話抑制）

〇
(飛沫対策・会話抑制）

△
注意

▲
厳重注意

×
限りなく抑制

選手関係者

*管轄ゴルフ協会規定に準じる
〇 〇 ×（通訳除く） ×（通訳除く）

協会発行ID

*管轄ゴルフ協会規定に準じる
〇 〇 (メディア・プロサービス限定) (メディア・プロサービス限定)

メディア

*管轄ゴルフ協会規定に準じる
〇 〇

1社1名等

特別取材規定適用

1社1名等

特別取材規定適用

1社1名等

特別取材規定適用

代表幹事のみ等

特別取材規定適用

記者会見

*管轄ゴルフ協会規定に準じる
〇

〇
飛沫防止対策

リモート会見 リモート会見 リモート会見 リモート会見

競技運営
＊管轄ゴルフ協会のマニュアルに準じる

〇
当面、ガイドライン遵守

公式記録/参考記録
＊管轄ゴルフ協会のマニュアルに準じる

〇

表彰式
＊管轄ゴルフ協会のマニュアルに準じる

〇
当面、ガイドライン遵守

〇
ガイドライン遵守

〇

ガイドライン遵守

〇
非接触／簡素化

〇
非接触／簡素化

〇
非接触／簡素化

〇
当面、ガイドライン遵守

〇
ガイドライン遵守

〇
ガイドライン遵守

〇
ガイドライン遵守

〇

組数50％削減等を推奨

県外移動自粛等考慮

△
県外移動自粛等考慮

〇
当面、検温・マスク着用

会話・握手等接触禁止

〇
検温・マスク着用

会話・握手等接触禁止

〇
検温・マスク着用

会話・握手等接触禁止

〇
検温・マスク着用

会話・握手等接触禁止

×

プロアマ（朝⾷） 〇 〇 ×

プロアマ（プレー中　軽⾷）

〇
当面、検温・マスク着用

会話・握手等接触禁止

〇
検温・マスク着用

会話・握手等接触禁止

〇

換気・距離・飛沫対策

会話・握手等接触禁止

〇

換気・距離・飛沫対策

会話・握手等接触禁止

×

プロアマ（表彰式） 〇
△

（着席・飛沫対策)

△
（着席・飛沫対策)

△
（着席　喫茶のみ10分)

×

前夜祭（着席）

〇
テーブル定員100%

当面、検温・体調確認

感染防止策を継続

〇
テーブル定員50％以下

検温、体調確認

感染防止策徹底

〇
テーブル定員50％以下

検温、体調確認

感染防止策徹底

▲(終了時間・酒類提供禁止）

テーブル定員50％以下

検温、体調確認

感染防止策徹底

▲(終了時間・酒類提供禁止）

テーブル定員50％以下

検温、体調確認

感染防止策徹底

×

選手の参加
当面の間、飲食を伴わない

時間帯のみ参加を推奨

当面の間、飲食を伴わない

時間帯のみ参加を推奨

△（登壇挨拶のみ等

　　　各団体の判断）

△（登壇挨拶のみ等

　　　各団体の判断）

不参加

＊リモートによる出演など

前夜祭（立⾷）

〇
当面、会場定員50％以下

検温・体調確認

感染防止策を継続

▲

飲⾷・会話・行動制限等

管理が困難

(各団体と慎重に検討）

▲

飲⾷・会話・行動制限等

管理が困難

(各団体と慎重に検討）

×
中止

(ルームサービス等推奨)

×
中止

(ルームサービス等推奨)

×

選手の参加
△（登壇挨拶のみ等

　　　各団体の判断）

△（登壇挨拶のみ等

　　　各団体の判断）

不参加

＊リモートによる出演など

不参加

＊リモートによる出演など

不参加

＊リモートによる出演など

招待者(来場) 〇 〇
〇

(制限・来場者把握)

〇
(制限・来場者把握)

〇
(制限・来場者把握)

×

招待者(クラブハウス入室）

＊ワクチン・検査パッケージ制度

　導入

〇
当面、検温・マスク着用

ゾーニング（導線・使用エリア制限)

会話・握手等接触禁止

〇
検温・マスク着用

ゾーニング（導線・使用エリア制限)

会話・握手等接触禁止

△
＊ゾーニングでの区分けが

　可能な場合〇

△
＊ゾーニングでの区分けが

　可能な場合〇

△
＊ゾーニングでの区分けが

　可能な場合〇
×

招待者(クラブハウス入室）

＊ワクチン・検査パッケージ制度

　非導入

△
＊ゾーニングでの区分けが

　可能な場合〇
(管轄ゴルフ協会のマニュアルに準じる)

△
＊ゾーニングでの区分けが

　可能な場合〇
(管轄ゴルフ協会のマニュアルに準じる)

× × × ×

招待者(レストラン）

選手エリアとの区分け

換気、テーブル・座席配置

マスク着用、手指消毒、飛沫対策

選手エリアとの区分け

換気、テーブル・座席配置

マスク着用、手指消毒、飛沫対策

選手エリアとの区分け

換気、テーブル・座席配置

マスク着用、手指消毒、飛沫対策

×
(招待者同士の感染懸念)

×
(招待者同士の感染懸念)

×

プロアマ（クラブハウス）

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を推奨 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を推奨 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

飲酒（アルコール）

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認） 「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を必須(都道府県確認）

飲⾷（⾷事・ソフトドリンク）

施設及び対策は「第三者認証制度」を遵守 施設及び対策は「第三者認証制度」を遵守　＊選手は別席を推奨 施設及び対策は「第三者認証制度」を遵守　＊選手は別席を推奨

＊管轄ゴルフ協会のマニュアルに準じる

＊管轄ゴルフ協会のマニュアルに準じる

ゴルフ（プレー）

「ワクチン・検査パッケージ」＋「検温」実施を推奨

◎感染力が高いデルタ株等の変異株の拡大を踏まえ、接触感染・飛沫感染・マイクロ飛沫感染のそれぞれの経路に応じた感染防止策の検討してください。

◎感染リスクが高まる「５つの場面」を参考に,該当する場面がないように対策準備をお願いします。

◎マスクを外す場面には細心の注意と対策（飲⾷は黙⾷・会話は正しくマスク着用等）をお願いします。

◎すべての対策と判断は、「大会を継続すること」、「クラスターを発生させないこと」であることを、主催者とすべての参加者が、相互に理解をすることが重要となります。

△
個⾷・黙⾷・換気

飛沫対策・時間短縮

選手の同席については

PCR検査・ワクチン接種

状況等で実施判断

　

マスクを外すリスクを

充分に考慮の上

ご検討ください。

ゴルフ場での朝食を設定しないことも有効(接触機会の削減）

プロアマ（プレー）

＊管轄ゴルフ協会のマニュアルに準じる

＊管轄ゴルフ協会のマニュアルに準じる

緊急事態措置・重点措置　発令なし 重点措置区域 緊急事態措置区域

選手の同席時は「禁止」を推奨(各団体判断） 選手の同席時は「禁止」を推奨(各団体判断） 選手の同席時は「禁止」



フェアウェルパーティー

〇
当面、検温・マスク着用

会話・握手等接触禁止

〇
検温・マスク着用

会話・握手等接触禁止

〇

換気・距離・飛沫対策

会話・握手等接触禁止

〇

換気・距離・飛沫対策

会話・握手等接触禁止

× ×

選手の参加 挨拶のみ(接触無し） 挨拶のみ(接触無し） 不参加 不参加

警戒レベル(政府)

安全計画策定

（注1)

その他

安全計画を策定しない

イベント

安全計画策定

（注1)

その他

安全計画を策定しない

イベント

安全計画策定

（注1)

その他

安全計画を策定しない

イベント

人数上限
＊「大声なし」の担保が前提

5,000人

又は収容定員 50％の

いずれか大きい方

20,000人

(ワクチン・検査パッケージ

制度の適用により、

収容定員まで追加可)

5,000人

10,000人

(ワクチン・検査パッケージ

制度の適用により、

収容定員まで追加可)

5,000人

収容率
＊収容率と人数上限でどちらか少ない

　　ほうを限度とする。

大声無し：100％

大声あり：   50％

100%

＊「大声なし」が前提

大声無し：100％

大声あり：   50％

100%

＊「大声なし」が前提

大声無し：100％

大声あり：   50％

人と人の距離(移動｢少｣)
＊マスク着用・発声制限・換気

適度な距離

(接触しない程度の距離)

適度な距離

(接触しない程度の距離)

適度な距離

(接触しない程度の距離)

十分な距離(1m) 適度な距離

(接触しない程度の距離)

十分な距離(1m)

人と人の距離(移動｢多｣)
＊マスク着用・発声制限・換気

適度な距離

(接触しない程度の距離)

適度な距離

(接触しない程度の距離)

適度な距離

(接触しない程度の距離)

十分な距離(1~2m)

人数制限・導線・時差利用

十分な距離(1m) 十分な距離(1~2m)

人数制限・導線・時差利用

前売券販売（考え方)①
＊各日共通券型

＊通常の販売を開始

　設定人数を超過すると入場制限

入場制限なし

前売券販売（考え方)②
*日付指定券型

＊通常の販売を開始

　STAGEの変化により無効となる

　チケット発⽣

販売したすべての

チケットが有効

設定人数(番号)

以降のチケットが無効
仮)5000人制限の場合

　 5001番以降のチケット無効

設定人数(番号)

以降のチケットが無効
仮)20000人制限の場合

　 20001番以降のチケット無効

設定人数(番号)

以降のチケットが無効
仮)5000人制限の場合

　 5001番以降のチケット無効

設定人数(番号)

以降のチケットが無効
仮)5000人制限の場合

　 5001番以降のチケット無効

設定人数(番号)

以降のチケットが無効
仮)5000人制限の場合

　 5001番以降のチケット無効

当日券 ◎

招待券・無料入場対象 ◎

インターネット販売 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨）

入場者管理(アプリ等） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨）

無発声)拍手・手を振る ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

無発声)タオル等を広げて応援 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　声援、指笛
収容人数・基本対策が

取れる場合「〇」

収容人数・基本対策が

取れる場合「〇」
× × × ×

　ボール渡し(ウィニングボール含）
収容人数・基本対策が

取れる場合「〇」

収容人数・基本対策が

取れる場合「〇」
× × × ×

　選手との直接接触・声かけ 当面の間「×」 当面の間「×」 × × × ×

　握手・ハイタッチ 当面の間「×」 当面の間「×」 × × × ×

　サイン 当面の間「×」 当面の間「×」 × × × ×

　プレゼント（受け取り) 当面の間「×」 当面の間「×」 × × × ×

　ジュニアレッスン会 × × × × × ×

　エスコートキッズ × × × × × ×

　チャリティフォト × × × × × ×

　ローピング 通常 通常 広め 広め 広め －

　選手通路（声掛・握手禁止） 通常(3m) 通常(3m) 5ｍ以上 5ｍ以上 5ｍ以上 －

　導線　 通常 －

　通行 通常 －

　パッティンググリーン 通常 －

　入口・出口　 通常 －

　入場時間 通常 通常
最終入場時間設定

＊送迎バスの効率化で
－

ギャラリープラザ／スタンド／

ギャラリーバス
定員通り

利用率 100%

*マスク着用／換気

　／発話・飲⾷禁止

利用率 50%

*マスク着用／換気

　／発話・飲⾷禁止

－

　調理品 〇 〇 △大会ごとの判断 △大会ごとの判断 △大会ごとの判断 △大会ごとの判断

　弁当(完成品・個別包装） 〇 〇 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨）

　アルコール 〇 △大会ごとの判断 自治体の規制を遵守 自治体の規制を遵守 自治体の規制を遵守 自治体の規制を遵守

　ソフトドリンク(ノンアルコール含む) 〇 〇 ○ ○ ○ ○

　キャッシュレス化 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨） 〇（推奨）

●選手イベント

　利用率 50~100%（グループごと1席あける）

　*マスク着用／換気／発話・飲⾷禁止

　　　　(飲⾷を認める場合は、50%以下）

人数制限と輸送能力にて判断

●観戦スタイル

分割・左側通行

●ギャラリープラザ／飲⾷関係

●ファンサ―ビス制限

緊急事態措置・重点措置　発令なし 重点措置区域 緊急事態措置区域

設定人数まで先着順で入場を認める

※以降、来場者への　払い戻し対応

　　　　　総来場人数をコントロールできる施策を検討(販売数を事前決定）

　　　　　総来場人数をコントロールできる施策を検討(有料・無料枠の設定等）

　　　　　１．人数制限と会場形状にて判断

　　　　　２．滞留・交差をしない施策工夫

　　　　　３．誘導・案内スタッフの配置

順行（逆行禁止）

左側通行

時計回り

主催者が定める来場者人数

     ①過去の入場者データ

     ②動員計画(輸送・設備

　      ・緊急時対応)

     ③入場券販売計画等に

         基づく計画値


